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表記について
本レポートにおける、「長期経営ビジョン」の表記は、2022年2月10日に公表した長期経営ビジョン『Beyond 
New Heights 2030「流れ」を変える』を、また、「第1期中期経営計画」の表記は、同日に公表した「第1期中期
経営計画2024（2022-2024）」を指します。「第2期中期経営計画」は、2025年2月13日に公表した「第2期
中期経営計画2027（2025-2027）」を指します。

見通しに関するご注意
このレポートに記載されている将来の計画数値、施策等見通しに関する内容は、現在入手可能な情報に基づき当社が現
時点で合理的であると判断したものであり、リスクや不確実性を含んでいます。実際の業績等は、様々な要因により見通
し等と異なる可能性があります。
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Beyond New Heights 2030
「流れ」を変える

キッツグループ 企業理念体系

キッツ宣言

キッツ宣言
（企業理念）

長期経営ビジョン

行動指針

行動指針

「コーポレートレポート2025」の発行にあたり

執行理事 経営企画本部長 
大田　裕

KITZ’ Statement of Corporate Mission

Action Guide

わたしたちは、
流体制御技術と材料開発で社会インフラを支え、
ゆたかな地球環境と持続可能な未来を
創造していきます

Do it  Way

We strive to build a robust global environment and 
sustainable future by supporting societal infrastructure 
through our advancements in fluid control technologies 

and materials. 

I N F O R M A T I O N
開示媒体の全体整理（ツールマップ）

北澤美術館の活動を支援

諏訪湖畔に位置する公益財団法人北澤美術館の活動を支援しています。創業者北澤

利男が地域文化の振興と発展に寄与することを目的に、1983年に開館しました。19

世紀末アール･ヌーヴォー期

のガレとドームを中心にした

ガラス作品と現代日本画を常

設展示しており、国内外から

高く評価されています。芸術

文化の紹介と文化財の保存伝

承など、幅広い文化活動を通

じて、社会に貢献していくこ

とを目指しています。

財務情報

決算短信

有価証券報告書

Corporate Report
（統合報告書）

決算説明会資料

非財務情報

サステナビリティ
ウェブサイト

コーポレート・
ガバナンス報告書

■ Do it True（誠実・真実）
■ Do it Now（スピード・タイムリー）
■ Do it New（創造力・チャレンジ）

キッツは、2016年より統合報告書（コーポレートレポート）を
発行しています。経営戦略、財務情報に加えて、ESG等の非財
務情報を包括的・体系的に統合し、キッツグループの成長性等
をご理解いただくためのコミュニケーションツールとして作成し
ています。

作成にあたっては、Value Reporting Foundation
（VRF）が提示する統合報告フレームワーク及び経済産業省発
表の価値協創ガイダンスを参照しながら関連部門が会社横断的
に協力して作成しており、その作成プロセス及び記載内容は正
当であることを確認しました。

キッツは、株主や投資家の皆様をはじめとするあらゆるステー

クホルダーとの対話のためのツールとして本レポートを活用し、
さらなる企業価値の向上に努めてまいりたいと考えています。ま
た、経営の透明性の確保を図るとともに、持続的な成長による
企業価値の向上と社会課題解決への取り
組みをご理解いただけるよう、本レポート
のみならず、ウェブサイトや有価証券報告
書、株主通信及び環境報告ダイジェスト等
のツールを通じて適時・適正な情報の開
示を行ってまいります。

詳細はウェブサイトをご覧ください

ウェブサイト
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https://www.kitz.co.jp/company/philosophy/



